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語
り
継
ご
う平

和
の
貴
さ
を

　
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
か
ら
、
今
年
で
五
十
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
戦
後
、
半
世
紀
と
い
う
年
月
が
過
ぎ
、
戦
後
に
生
ま
れ
た
世
代

が
社
会
の
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
膨
大
な
犠

牲
者
を
生
ん
だ
戦
争
の
残
虐
さ
や
、
核
兵
器
が
も
た
ら
し
た
「
広
島
」

・
「
長
崎
」
の
悲
惨
な
記
憶
が
、
次
第
に
薄
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
人
類
の
生
存
に
と
っ
て
最

大
の
脅
威
で
あ
る
核
兵
器
や
戦
争
の
実
態
を
語
り
継
ぎ
、
核
兵
器
も

戦
争
も
な
い
、
平
和
な
世
界
を
次
代
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
（
会
長
・
宇
治
市
長
池
本
正
夫
）

で
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
宇
治
市
議
会
で
決
議
さ
れ
た
「
核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の

恒
久
平
和
の
実
現
を
願
っ
て
、
今
年
も
各
種
の
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

卜
市
庁
舎
前
に
あ
る
こ
の
平
和
の
像
は
、
平
和
を
願
う
市
民
の
募
金
で
建
て
ら
れ
た
、
市
の

　
和
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
す
。
終
戦
記
念
日
に
は
、
こ
の
前
で
平
和
祈
念
集
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
（
写
真
は
昨
年
の
集
会
）

¬
平

　　核兵器廃絶平和都市宣言

　真の恒久平和は、人類共通の念願である。

　我々は世界最初の被爆国民として、核兵器

の恐ろしさを身をもって体験している。この

地球上に再び広島・長崎の惨禍を繰り返して

はならない。そのためにあらゆる国の核兵器

の廃絶と全面軍縮を全世界の人々に訴えるも

のである。

　日本国憲法に掲げられた恒久平和の理念を

市民生活の中に生かし、子々孫々に継承する

ため、ここに核兵器廃絶平和都市たることを

宣言する。

　
宇
治
市
と
カ
ナ
ダ
の
南
西
部

の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
、
平
成

二
年
七
月
一
日
に
友
好
都
市
盟

約
を
締
結
、
今
年
五
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

八
月
四
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の

七
泊
八
日
の
日
程
で
、
ブ
ラ
ン

チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
を
は
じ
め
市

議
会
議
員
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、

パ
イ
プ
バ
ン
ド
の
皆
さ
ん
四
十

六
人
を
宇
治
市
に
迎
え
ま
す
。

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
と
パ
イ
プ
バ
ン

ド
の
三
十
一
人
は
、
日
本
の
家

庭
を
体
験
し
楽
し
い
思
い
出
を

作
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
歓
迎
事

業
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
友
好
都
市
締
結
五
周
年
を
記

念
し
て
、
市
道
下
居
大
久
保
線

を
愛
称
「
カ
ム
ル
ー
プ
ス
通
り
」

と
命
名
し
、
記
念
碑
を
建
立
。

記
念
碑
除
幕
式
、
記
念
植
樹
を

行
い
ま
す
。

　
◆
と
き
・
：
８
月
６
日
間
、
午

前
1
0
時
Ａ
１
１
時
◆
と
こ
ろ
・
：
植

物
公
園
前

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
パ
イ
プ
バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
ギ
ｔ

ム
も
参
加
し
ま
す
。
音
楽
を
通

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
◆
と
き
…
８
月
６
日
向
、
午

後
１
時
～
３
時
◆
と
こ
ろ
…
文

化
セ
ン
タ
ー
。
入
場
無
料

　
パ
イ
プ
バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
チ
ト

ム
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
に
は
菟
道
小
学
校
、

菟
道
第
二
小
学
校
の
鼓
隊
も
参

加
し
ま
す
。

　
◆
と
き
・
・
・
８
月
1
0
日
俐
、
午

後
３
時
2
0
分
～
５
時

○
問
い
合
わ
せ
・
：
秘
書
課
（
内

線
ｎ
乙
０
５
８
）

511

参
加
し
よ
う

平
和
を
願
う
催
し

広
島
被
爆
体
験
談
を
聞
い
て

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う

映
画
と
被
爆
体
験

　
講
話
の
集
い

　
広
島
で
被
爆
さ
れ
た
人
の
体

験
談
を
通
じ
、
核
兵
器
が
も
た

ら
し
た
悲
惨
な
実
態
と
平
和
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
1
3
日
㈲
▼
と

こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル
▼
内
容
と
時
間
…
○
被
爆
体

験
講
話
＝
午
剪
‥
八
時
1
5
分
～
○

映
画
＝
午
前
９
時
4
5
分
～
・
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
、
午
後
１
時
半

～
・
「
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
」

戦
争
・
被
爆
遺
品
展

　
戦
後
五
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
戦
争
遺
品

や
当
時
の
品
々
、
広
島
平
和
記

念
資
料
館
（
原
爆
資
料
館
）
提

供
の
被
爆
遺
品
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
５
日
出
～
1
5

日
㈲
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
曜
休
館
）
▼
と
こ
ろ
…
歴

史
資
料
館
▼
内
容
・
：
○
戦
争
遺

品
、
奴
時
中
の
生
活
用
品
な
ど

○
広
島
被
爆
遺
品
○
原
爆
被
災

記
録
写
真
○
広
島
市
民
が
描
い

た
原
爆
被
害
の
絵

ト
伊
勢
田
町
に
墜
落
し
た
B

2
9
爆
撃
機
の
乗
務
員
の
帽
子

　
平
成
七
年
度
小
・
中
学
生
広

島
訪
問
団
写
真
と
被
爆
被
災
記

録
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　
▼
と
き
…
８
月
1
4
日
間
～
1
8

日
倒
、
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
▼
と
こ
ろ
・
：
市
役
所
１
階
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
「
平
和
よ
永
遠
に
／
・
戦
後
五

十
年
を
迎
え
て
」
１
　
ｙ
ｌ
マ
に
、

児
童
書
を
含
め
約
二
百
冊
を
展

示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

　
▼
と
き
…
８
月
５
日
出
～
3
0

日
㈹
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
曜
休
館
）
▼
と
き
・
：
中
央

図
書
館
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同
館

　
戦
争
犠
牲
者
の
め
い
福
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
開
催

し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
1
5
日
㈹
、
午

前
１
１
一
時
半
～
▼
と
こ
ろ
・
：
市
役

所
・
平
和
の
像
前

被
爆
体
験
文
集
を

　
　
　
無
料
配
布

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議

会
で
は
、
肋
京
都
府
原
爆
被
災

者
の
会
宇
治
支
部
と
共
同
で
、

広
島
・
長
崎
で
被
爆
さ
れ
た
み

な
さ
ん
の
体
験
文
集
を
発
行
し

ま
し
た
（
Ｂ
５
判
・
約
4
0
ペ
ー

ジ
）
。

　
核
兵
器
が
も
た
ら
し
た
悲
惨

な
事
実
を
伝
え
、
平
和
の
大
切

さ
を
訴
え
る
貴
重
な
文
集
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。
希
望
者
に
は
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

企
画
管
理
部
総
務
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
（
先
着
１

０
０
人
。
郵
送
不
可
）
。

　
ま
た
図
書
館
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

戦
争
の
悲
惨
さ
と

・
い
ず
れ
も
入
場
は
無
料

・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
管
理
部
総
務
課

　
（
内
線
2
0
5
2
）
　
へ

平
和
写
真
展

平
和
図
書
展

（
昔
2
0
・
1
5
1
1
）

、
平
和
祈
念
集
会

宇治市・カムループス市友好都市盟約締結5周年記念

カムループス市公式訪門団と交流しよう

植
物
公
園
前
に
記
念
碑

　
除
幕
式
と
記
念
植
樹

5
周
年
記
念
パ
レ
ー
ド

市
役
所
・
宇
治
橋
通

宇
治
橋
西
詰
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同
対
審
答
申
か
ら
今
年
で
三
十
年

　　「同和問題は人類普遍の原理である人間の

自由と平等に関する問題であり、日本国憲法

によって保障された基本的人権にかかわる課

題である。（中略）これを未解決に放置する

ことは断じて許されないことであり、その早

急な解決こそ国の責務であり、同時に国民的

課題である」とした国の同和対策審議会答申

が出されてから今年で30年。京都府の人権強、

調月間でもあるこの８月に、今一度同和問題

の解決について、考えてみましょう。

　
同
和
問
題
と
は
、
江
戸
時
代

の
身
分
制
度
に
基
づ
く
差
別
に

よ
り
、
現
代
も
な
お
同
和
地
区

の
出
身
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

を
受
け
、
基
本
的
人
権
が
侵
害

さ
れ
て
い
る
と
い
う
重
大
な
社

会
問
題
で
す
。

　
人
間
は
、
自
分
の
意
思
で
生

ま
れ
る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
和
地
区
の
出
身
と
い
う
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
結
婚

や
就
職
な
ど
で
差
別
さ
れ
、
だ

れ
も
が
持
つ
幸
せ
に
生
き
る
権

利
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

同
和
問
題
の
起
こ
り

　
江
［
’
に
時
代
、
徳
川
幕
府
は
、

封
建
体
制
の
長
期
安
定
を
図
る

た
め
に
、
武
士
を
頂
点
と
し
た

「
士
・
農
・
エ
・
商
」
と
い
う

身
分
制
度
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
身
分
を
固
定
化
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
ｍ
心
身

分
を
設
け
ま
し
た
。

　
当
時
、
幕
藩
体
制
を
経
済
的

に
支
え
て
い
た
の
は
、
人
口
の

お
よ
そ
八
〇
％
を
占
め
て
い
た

農
酒
し
た
が
、
過
酷
な
年
貢

と

諮

に
よ
り
、
そ
の
生
活
は

厳
し
く
、
民
衆
の
不
満
は
各
地

で
一
揆
と
な
っ
て
爆
発
し
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
幕
府
は
民
衆
の
反
抗

を
抑
え
、
幕
藩
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
、
政
策
的
に
賤
民
身

分
の
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
を

強
め
、
が
け
下
や
谷
間
、
川
原

な
ど
の
劣
悪
な
場
所
に
住
む
こ

と
を
強
制
し
た
り
、
結
婚
、
職

業
、
交
際
の
ほ
か
、
服
装
、
髪

型
に
至
る
ま
で
厳
し
い
制
限
を

加
え
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
自
由
を

奪
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
民
衆
の
目
を
よ
り

低
い
身
分
の
者
に
向
け
さ
せ
、

「
上
見
て
暮
ら
す
な
、
下
見
て

暮
ら
せ
」
と
の
あ
き
ら
め
の
思

想
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
支
配

階
級
に
対
す
る
不
満
岑
そ
ら
せ
、

身
分
制
度
を
維
持
す
る
た
め
で

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
同
和
地
区
の
人

た
ち
に
対
す
る
差
別
は
民
衆
を

分
断
支
配
す
る
た
め
に
、
江
戸

時
代
の
と
き
の
権
力
者
に
よ
っ

て
、
政
治
的
に
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
十

一
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

解
決
へ
の
取
り
組
み

　
明
治
に
入
り
、
近
代
化
へ
の

動
き
の
中
で
、
一
八
七
一
年

（
明
治
四
年
）
に
出
さ
れ
た
「
解

放
令
」
に
よ
り
、
賤
民
身
分
は

廃
止
さ
れ
、
同
和
地
区
の
大
た

ち
は
法
律
・
制
度
上
の
身
分
制

度
か
ら
は
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
実
の
差
別
と
貧

困
か
ら
解
放
し
、
実
質
的
な
生

活
向
上
を
図
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策
は
何
ら
と
ら
れ
ず
、
ま

た
、
翌
年
に
作
ら
れ
た
「
Ｅ
『

戸
籍
』
に
は
元
の
身
分
が
わ
か

る
記
入
を
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

て
、
依
然
と
し
て
差
別
が
生
き

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
同
和
地
区
の
大

た
ち
は
、
差
別
か
ら
の
解
放
を

求
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
起

こ
し
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十

一
年
）
に
は
み
ず
か
ら
の
手
で

解
放
を
と
「
全
国
水
平
社
」
を

創
立
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
採

択
さ
れ
、
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、

人
間
に
光
あ
れ
」
で
結
ば
れ
る

「
水
平
社
宣
言
」
は
、
わ
が
国

最
初
の
人
権
宣
言
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
水
平
社
の
運
動
は
、
部
落
差

別
が
い
か
に
不
当
で
あ
る
か
を

社
会
に
認
識
さ
せ
、
同
和
地
区

の
大
た
ち
に
人
権
に
対
す
る
自

覚
を
促
す
な
ど
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
戦
後
、
民
主
主
義
の
実
現
を

目
指
し
、
新
憲
法
の
制
定
や
財

閥
の
解
体
、
農
地
改
革
、
華
族

制
度
の
廃
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
‘

な
民
主
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

部
落
解
放
運
動
も
、
行
政
に
対

し
、
部
落
解
放
の
た
め
の
施
策

を
要
求
し
て
活
発
な
運
動
か
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

同
和
問
題
の
解
決
に
は
国
の
総

合
的
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
の

考
え
が
高
ま
り
、
政
府
は
同
和

対
策
審
議
会
を
発
足
さ
せ
、
一

九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
に

審
議
会
は
「
同
和
問
題
の
早
急

な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」

と
し
て
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
取
り
組
む
べ
き
方
向
を
示
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
答
申
を
具
体

化
す
る
た
め
、
一
九
六
九
年

（
昭
和
四
十
四
年
）
、
「
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
今
日
ま

で
三
つ
の
特
別
措
置
法
に
基
づ

い
て
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
の

社
会
的
・
経
済
的
な
地
位
の
向

上
を
不
当
に
阻
ん
で
い
る
諸
要

因
を
解
消
す
る
た
め
、
生
活
環

境
の
改
善
、
社
命
辺
の
増
進
、

産
業
の
振
興
、
職
業
の
安
定
、

教
育
の
充
実
、
啓
発
活
動
の
強

化
な
ど
の
施
策
が
、
今
日
ま
で

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
生
活
環
境
な
ど

の
劣
悪
な
実
態
に
つ
い
て
は
相

当
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
な
お
不
安
定
な
就
労

実
態
や
零
細
な
経
営
状
況
の
改

善
、
高
校
や
大
学
な
ど
の
卒
業

者
比
ぶ
の
格
差
が
是
正
さ
れ
た

と
は
言
え
ず
、
ま
た
就
職
や
結

婚
に
際
し
て
の
差
別
が
い
ま
だ

に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

同
和
地
区
の
人
た
ち
の
人
権
を

否
定
し
、
差
別
を
助
長
す
る
悪

質
で
卑
劣
な
差
別
落
書
き
が
連

続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で

は
引
き
続
き
同
和
地
区
の
人
た

ち
の
就
職
や
教
育
の
機
会
均
等

に
努
め
る
と
と
も
に
、
同
和
問

題
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
啓
発
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
業
の

効
果
を
高
め
、
同
和
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
同
和
問
題

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
行
動

が
不
可
欠
で
す
。

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を

　
人
は
だ
れ
も
が
幸
せ
に
生
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
人
権
の
尊
重
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

築
く
に
は
、
差
別
に
無
関
心
を

装
い
、
そ
の
結
果
差
別
を
助
長

し
、
再
生
産
す
る
立
場
に
立
つ

の
で
は
な
く
、
自
ら
進
ん
で
差

別
を
な
く
す
取
り
組
み
を
す
る

立
場
に
立
た
ね
ば
な
吟
歪
せ
ん
。

　
・
同
和
問
題
を
始
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
は
す
べ
て
人
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

作
ら
れ
た
差
別
は
必
ず
な
く
す

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
今
一
度
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
し
、

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

同和問題を

考える市民講座

　
市
で
は
、
同
和
問
題
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

差
別
の
な
い
社
会
を
市
民
み

ん
な
の
手
で
築
く
こ
と
を
目

的
に
、
「
同
和
問
題
を
考
え

る
市
民
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
市

ト
昨
年
の
市
民
講
座

ひ
ゅ
う
ま
ん
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地

域

版

１ 8月8日脚
宇治市生涯学習センター

　　　　　第２ホール

市民的権利か、

　基本的人権か？
後藤晨次さん

(諸文m鰍r.煕)

２９月５日㈲ 木幡公民館会議室

３ 10月３日脚 広野公民館会議室

諾４ n月７日叫
宇治市生涯学習センター

　　　　　第２ホール
人権と新しい学問

　
京
都
府
で
は
、
八
月
を
人

権
強
調
月
間
と
定
め
、
今
年

も
「
ひ
ゅ
う
嗜
ん
シ
ネ
マ
フ
ェ

ス
タ
羽
」
を
開
催
し
ま
す
。

京
都
市
会
場
は
ア
バ
ン
テ
ィ

ホ
ー
ル
（
京
都
駅
南
側
ア
バ

午後２時～FへんてHiﾎﾞﾗﾝﾃﾘ」〈ｱﾆﾒ〉

午後２時50分～「象のいない帥IJ〈ｱﾆﾒ〉

午後６時～「がんばれ.／青春先生」

午後７時～「私を抱いてそしてキスして」

民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
Ｉ
～
三
回
目
を
地

域
版
と
し
て
（
講
演
内
容
は

三
回
と
も
同
じ
）
、
四
回
目

は
地
域
版
を
踏
ま
え
て
の
総

括
版
と
し
て
、
右
表
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

７
時
か
ら
で
す
。
地
域
版
は

い
ず
れ
か
都
合
の
よ
い
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
和
対
策

室
（
内
線
2
2
2
1
）
へ
。

フ
ェ
ス
タ
’
9
5

ン
テ
ィ
九
階
）
、
日
程
は
左

表
の
通
り
で
す
。
入
場
は
無

料
。
問
い
合
わ
せ
は
京
都
府

同
和
対
策
室
（
昔
Ｏ
マ
５
・

４
１
４
一
4
2
7
1
）
へ
Ｏ

午後２時～「わすれるもんか/」〈アニメ〉

午後２時45分～「ﾁﾛﾇﾌﾌﾟの1つね」〈ｱﾆI〉

午後６時～　　　「輝ける日々へ」

午後６時45分～　「ビルマの竪琴」

512

みんなで同和問題の解決を

シネマ
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福祉

■身体障害者デイサービス

　圃いずれも社会福祉協議会(a

22・5650)。　く視覚障害者の健康

教室〉[＞８月３日困、午前９時半

～。総合福祉会館[＞内容…骨粗瓢

症の話、調理実習E〉持ち物…タオ

ル、エプロン、ふきん[〉200円E＞

先着15人。｀　く視覚障害者のテー

ブルマナー〉C〉8月20日(日)、正午

～午後2時。京都醍醐プラザホテ

ル(送迎バスあり)i＞内容…料理

を食べながらの実技指導D〉40(:)O円

[＞先着25人。

講座・教室

■女のフォトストーリー｢カメラ

　からみた女性学｣

　[〉９月19日、10月３日・17日・

31日、11月14日･28日のいずれも

火曜、午後１時半～3時半。宇治

公民館[＞対象‥･市内在住・在勤の

成人男女。保育あり[＞内容…ルポ

ライター野寺夕子さんによる写真

撮影の実技指mほか　圃往復はが

きに住所・氏名・年齢・電話番号・

保育の有無を書き市役所女性政策

室(内線2091)。先着30人。

■城南地域職業訓練センターの講座

　回いずれも同センター(a46-

0688)。〈ワープロ夏期集中講座〉

C〉8月23日困～25日出、午前９時

半～午後３時半C〉1万400円。

　〈ワープロ上級〉＞9月９日~10

月14日の土曜、午前９時半～正午

【〉9000円。　くワープロ日商4級

検定受験〉［＞9月13日~11月27日

の水曜、午前９時半～正午（一部

月曜午後１時～3時半）［＞1万60

00円。　くパソコンロータス123

初級夏期集中講座〉C〉8月28日（月）

～30日出、午前９時半～午後３時

半［＞1万40）円。　くパソコンロー

タス123中級〉［〉８月30日～9月

16日の水曜午後６時半～９時と土

曜午前９時半～正午!＞90(X)円。

　〈パソコンプログラミング中級〉

［＞９月10日~10月15日の日曜、午

後１時～３時半I＞9000円。　く簿

記初級日商3級受験〉＞9月７日

～11月16日の月・木曜、午後６時

半～9時E〉1万25〔X:〕円。

青少年センター

■大久保青少年センター（昔44－

　7447）

　回いずれも同センター。く親子

天文教室〉E〉8月11日團、午後７

時半～9時半（雨天時は翌日）［＞

対象…小学３年～中学生とその親、

先着50人。〈親子野外生活教室〉

＞8月22日脚午前９時～23日出正

午、枚方市野外活動センター（市

のマイクロバスを利用）[＞対象…

小学３年～中学生とその親、先着

40人レ小中学生= 1500円、大人＝

2000円。　〈手芸教室〉①フェル

トでウォールポケットづくり＝c〉

8月８日吹）、午前９時～正午［〉対

象…小学３年生以上、先着25人μ

280円　②ふわふわパフのバスケッ

　　基本健康診査

8月31日（木）まで

対　　象　40歳以上の市民

検査項目　身体計測､血圧測定､尿検査

　　　　　血液検査､心電図､眼底検査ほか

受診方法　宇治市、城陽市、久御山町の

　　　　　基本健康診査協力機m(ステツ

　　　　　ヵ一が目印)へ健康手帳を持つ

　　　　　て直接

費　　用　無料

問い合わせ　健康医療課(内線2332)

　
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
三
市

三
町
と
城
南
衛
生
管
理
組
合
で

構
成
す
る
清
掃
週
間
実
行
委
員

会
（
実
行
委
員
長
・
池
本
正
夫

宇
治
市
長
）
で
は
、
「
く
ら
し

を
よ
く
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
、
資
源
の
有
効
利
用
な
ど

を
目
的
と
し
た
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
を
催
し
ま
す
。

　
特
に
そ
の
中
心
行
事
と
し
て
、

九
月
二
十
四
日
向
に
は
折
居
清

掃
工
場
（
太
陽
が
丘
南
隣
り
）

で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
「
ま

だ
使
え
る
ご
み
」
の
リ
サ
イ
ク

トづくり＝c〉8月25日出、午前９

時～正午E〉対象…小学４年生以上、

先着25人[＞100円。　く手作り教

室〉①空きかんで小物入れづくり＝

t＞8月９日困、午前９時～午後２

時[＞対象…小学３年生以上、先着

25人[＞100円　②紙皿のパクパク

人形づくり＝[〉８月24日困、午前

９時～正午C〉対象…小学１・２年

生、先着30人[〉100円。　く木工

教室・子供のいすづくり〉＞8月

17日困、午前10時～午後３時[〉対

象…小学４年生以上、先着20人[〉

　500円。　　く中高校生のニューダ

ンス教室〉【＞８月11日～25日の金

曜、午前９時半~11時C〉対象…中

高校生、先着20人。

スポーツ

■青空アウトドアスクール｢青空

　キャンプ｣

　テーマはサバイバル。災害に遭

遇した際に活用できるよう、様々

な知識を身に付けます。[＞８月18

日(到～20日(日)(2泊3日)、炭山

キャンプセンター【＞対象…市内在

住の小学4～6年生、先着50人[＞

6000円　[5]8月４日圀までに市民

体育課(内線2521)。　8月６日(日)

午前９時～正午、宇治公民館で親

子説明会を開きます。

お知らせ

■新築・増築家屋の調査にご協力を

　市では、新築・増築家屋を中心

に、固定資産の課税に必要な家屋

調査を行っています。調査には、

資産税課の職員が固定資産評価補

助員証を携帯し、直接各家庭を訪

問しますので、ご協力ください。

　また、未登記家屋の全部か一部

を取り壊した人は、家屋滅失届

(資産税課にあります)を12月末

までに必ず提出してください。囲

資産税課(内線2129)。

■7年度ふぐ処理師試験

　[＞願書…宇治保健所で配布中E〉

願書受け付け…９月25日囲～29日

(匍、宇治保健所[〉試験…○学科＝

10月22日(日)○実技=

10月29日(日)

回同保健所(昔21－2191)。

■7年度第2回調理師試験

　[〉願書…宇治保健所で配布中E＞

願書受け付け…９月18日(月)~22日圀、宇治保健所[〉試験…10月22日

(日)回同保健所(a2i －2191)。

■生産緑地地区の追加指定

　今年度の追加指定申請を８月フ

日(月)から21日(月)まで受け付けます。

　回公園緑地課(内線2417)、農

林茶業課(内線2213)、農業委員

会(内線2591)。

■源氏物語のまち宇治・歴史街道

　浪漫イベント

　＞8月12日出・13日(日)、午前10

時～午後Q 時。府立宇治公園中の

島周辺E〉内容…○両日＝源氏物語

ミステリーウオーク、歌謡コンクー

ル、バザール○12日＝宇治川薪能

と源氏物語の語り○13日＝ライブ

ショー[＞参加料…薪能と源氏物語

の語り、歌謡コンクールは各2000

円　回観光協会(S23－3334)。

■中央図書館児童書コーナー展示

　　｢夏休み　この本で調べよう｣

　夏休みの宿題に役立ちそうな、

図鑑・工作・自由研究の本が大集

合。８月10日出まで回同館(a

20－1511)。

宇治川花火大会のため、８月

10日俐はJ R宇治駅前市営自

動車駐車場は臨時休業します。

囲交通対策課（内線2257）

■京都南部都市広域行政圏・圏域

　めぐりバスツアー

　E〉8月30日(水)午前８時半～午後

４時、市役所集合・解散C＞行き先

…大山崎町歴史資料館、勝竜寺城

公園、向日市文化資料館[＞対象…

小中学生とその保護者。宇治・城

陽・久御山で50人程度E〉持ち物…

９月24日(日)

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ
イ
ク
ル
市

　
折
居
清
掃
工
場
で

　
宇
治
は
源
氏
物
語
「
宇
治
十

帖
」
の
舞
台
に
も
な
り
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平
等
院
や

宇
治
上
神
社
を
は
じ
め
、
数
々

の
史
跡
が
あ
る
「
歴
史
と
文
化

の
ま
ち
」
。
関
西
だ
け
で
な
く
、

昼食　圃往復はがきで８月18日出

（消印有効）までに企画課へ　回

同課（内線2082）。詳しくは８月

１日発行の京都南部広域圏だより

をご覧ください。

募集

■コミュニティFM市民リポー

　ター

　９月開局予定のコミュニティＦ

Ｍ放送「エフエム宇治」ではボラ

ンティアの市民リポーターを募集

します。［〉応募資格…放送に興味

があり、市内在住か在勤の人［＞募

集人数…若千名　[I履歴書（要写

真）と「宇治のこんなところが好

き」と題した作文（400字程度）

を８月10日出（必着）までにエフ

エム宇治（宇治妙楽175の3、2S24

－8818）へ。書類選考の上、オー

ディションの日時を通知します。

■人形劇フェスティバル出演団体

　影絵やぬいぐるみ、人形劇サー

クルの日常活動の成果発表と相互

交流を目的に11月26日（日）、文化セ

ンター小ホールで開催する第16回

人形劇フェスティバルの出演団体

を募集します。[1]8月3旧俐まで

に中央公民館（2S20－1411）。

満1歳になり

ました

　松尾　友貴ちゃふ

H 6.7.24R ／宇治東内

つよく　たくましく

育ってね／

募

集
観光ボランティア

６年8月生まれのお子さん。10

日困までに広報課(内線2070)へ

ガイドを募集

全
国
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
観
光
協
会
で
は
、
こ

う
し
た
歴
史
・
文
化
資
源
を
観

光
客
に
案
内
し
、
現
代
の
「
語

り
部
」
と
し
て
後
世
に
伝
え
て

い
た
だ
く
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま
す
。

□
業
務
内
容
　
ガ
イ
ド
と
し
て

登
録
し
、
観
光
客
の
要
望
に
応

じ
て
観
光
地
の
案
内
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
利
用
者
か
ら
の

予
約
は
観
光
協
会
が
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
の
で
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
ガ
イ
ド
の
種
類
　
①
一
般
ガ

イ
ド
　
②
源
氏
物
語
ガ
イ
ド

③
外
国
語
ガ
イ
ド

　
外
国
語
は
当
面
、
英
語
と
中

国
語
。
外
国
語
で
の
研
修
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
語
学

の
堪
能
な
人
に
限
り
ま
す
。

□
募
集
人
数
　
全
体
で
約
5
0
人

口
応
募
条
件
市
内
か
近
郊
に

　
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
政

治
家
の
寄
付
は
罰
則
を
持
っ

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
有
権
者
が
勧
誘
・
要
求

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
宇
治
市
議
会
で
は
寄
付
行

為
の
禁
止
と
虚
礼
廃
止
（
暑

中
見
舞
い
の
自
粛
な
ど
）
ぶ

励
行
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ

を
し
て
い
ま
す
。
市
民
・
各

団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ル
市
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
〈
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
〉

◆
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
２

時◆
内
容
　
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

不
用
品
を
販
売

◆
出
店
数
○
約
3
0
店
（
管
内

に
住
ん
で
い
る
人
。
自
営
・
販

売
業
の
人
は
出
店
で
き
ま
せ
ん
）

○
出
店
の
応
募
は
８
月
３
日
俐

か
ら
電
話
で
。
先
着
順

◆
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

　
城
南
衛
管
広
報
課
（
昔
０
７

５
一
６
３
１
一
5
1
7
1
）

　
〈
リ
サ
イ
ク
ル
市
〉

◆
時
間
　
正
午
～
午
後
２
時

◆
内
容
　
「
ま
だ
脊
宕
ご
み
」

を
展
示
し
、
希
望
者
に
無
料
で

譲
り
ま
す
。
希
望
者
多
数
の
品

物
は
抽
選
で
決
定
（
抽
選
の
受

け
付
け
は
午
前
１
１
一
時
半
ま
で
）
。

当
日
の
持
ち
込
み
・
持
ち
帰
り

も
で
き
ま
す
が
、
各
自
で
責
任

を
（
持
ち
込
み
は
一
人
で
持
て

る
品
物
）
。

　
〈
子
供
向
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉

　
工
作
コ
ー
ナ
ー
、
金
魚
す
く

い
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ト
ル
す
く
い
、

ア
ル
ミ
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
活

用
作
品
展
示
な
ど
。

　
〈
花
火
観
覧
席
・
野
外
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
〉

　
▼
と
き
・
：
８
月
1
0
日
俐
（
荒

天
順
延
）
▼
と
こ
ろ
…
府
立
宇

治
公
園
中
の
島
▼
内
容
…
○
午

後
５
時
～
７
時
1
5
分
」
つ
つ
み

清
シ
ョ
ー
、
大
須
賀
ひ
で
き
コ

ン
サ
ー
ト
、
パ
イ
プ
演
奏
と
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
（
カ
ナ
ダ
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
）
コ
メ
デ
ィ
ー
血
１
、

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
サ

ン
バ
シ
ョ
ー
○
午
後
７
時
1
5
分

～
3
0
分
＝
式
典
○
午
後
７
時
半

～
９
時
＝
花
火
打
ち
上
げ
（
約

3
0
種
7
0
0
0
発
）
▼
前
売
り

入
場
券
…
2
0
0
0
円
▼
発
売

所
…
観
光
セ
ン
タ
ー
、
観
光
案

内
所
（
宇
治
橋
西
詰
・
近
鉄
大

久
保
駅
）
、
京
都
新
聞
文
化
セ

ン
タ
ー
、
京
阪
交
通
社
各
営
業

所
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
観
光
協
会

（
S
3
2
3
・
3
3
3
4
）
。

第35回

宇
治
川
花
火
大
会

8
／
1
0
（
木
）

住
む
1
8
歳
か
ら
7
0
歳
ま
で
の
人

口
養
成
講
座
　
１
１
一
月
下
旬
か
ら

来
年
２
月
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

の
夜
に
講
座
を
９
回
、
土
曜
日

の
午
後
に
実
地
研
修
を
８
回
開

催
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
と
し
て
登

録
す
る
に
は
、
こ
の
養
成
講
座

を
修
了
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

□
応
募
方
法
　
９
月
3
0
日
出

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
凹

宇
治
市
観
光
協
会
へ
所
定
の
応

募
用
紙
で
。
用
紙
は
市
内
の
主

な
市
の
施
設
に
置
い
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
同
協
会
（
登

2
3
・
3
3
3
4
）
か
市
役
所
文

化
観
光
課
（
内
線
2
2
2
4
）
。
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飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前９時～10時半、宇治保

　健所。

相談あんない

■青少年相談　29日脚､午後１時～4時、

宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後１時半～３

　時半、総合福祉会館。定員は１回につ

　き先着10人。社会福祉協議会昔23－08

　57へ電話予約を。受け付け順に相談日・

　時間を決めます。

■ボランティアなんでも相談　毎週火曜、

　午後２時～了時、総合福祉会館内宇治

　ボランティア活動センター。毘]同セン

　ターa22－9323o

■心配ごと相談　毎週月・火・水・金曜、

　午前10時～午後３時、総合福祉会館。

　何でも相談。回社会福祉協議会a23－

　0857．

・社会保険相談所　16日伽＝宇治公民館、

　午後１時半~4時。年金・健康保険な

　ど。回国民年金課昔内線2309．

・京都府交通事故相談　２日(水)･16日伽、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。回同振興局S21－2049．

u暴力にかかわる困りごと相談　了(月)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。囲京都府

　暴力追放運動推進センターaO75－451 －

　8930．

：　のほかにも各種相談事業を実施

ｉ　しています．詳しくは７年度版

｜「市民カレンダーと手ぴき」「市

｜　民の手引き」をこ覧ください．

●●●●･......･･･●●･...･･●･･･-●----･･･●･･･●●-------●･･･●･･-●･゛･d●4･･

　
今
回
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
最

も
簡
単
に
で
き
る
運
動
「
歩
く
こ
と
」
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　
人
が
一
日
に
と
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内
、

約
三
百
キ
・
カ
ロ
リ
ー
は
余
分
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

歩
け
ば
一
万
歩
、
約
二
時
間
歩
く
こ
と

で
消
費
で
き
る
量
で
す
。
さ
あ
、
あ
な

た
も
今
日
か
ら
暇
を
見
付
け
て
歩
き
ま

　
歩
く
前
に
は
、
ア
キ
レ
ス
け
ん
や
足

の
関
節
・
腰
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
靴
選
び

歩
く
こ
と

も
重
要
で
す
。
あ
な
た
の
靴
は
「
①
ひ

も
な
ど
で
調
節
で
き
る
②
つ
ま
先
が
窮

屈
で
な
い
③
通
気
性
が
良
い
④
靴
底
が

適
度
に
曲
が
る
⑤
幅
に
余
裕
か
お
る
」

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
い
よ
い
よ
歩
き
方
で
す
。

　
歩
く
と
き
は
背
筋
を
延
ば
し
て
、
あ

ご
を
引
き
、
数
十
メ
ー
ト
ル
先
の
路
面

・
を
見
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。
歩
幅
は

大
き
く
、
腕
を
曲
げ
大
き
く
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
振
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
慣
れ

な
い
人
は
最
初
は
二
十
分
間
く
ら
い
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
普
段
、
車
で
通
る
よ
う
な
道
で
も
歩

く
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
。
何
よ

り
も
毎
日
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
楽
し

く
無
理
を
し
な
い
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
医
療
課
で
は
毎
月
第
二
月
曜
に

「
さ
わ
や
か
歩
こ
う
会
」
を
実
施
。
二
時

間
で
一
万
歩
を
目
標
に
宇
治
近
郊
を
歩

い
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
同
課

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

あんな

こんな

社

「宮中歌会始」菊葉文化協会編／毎日新聞

1,000年の伝統をもつ≒ケ

宮中恒例行事「歌会始甘ぷ

の戦後の歩みを集大成。
m

昭和22年度「あけぽの」自報

から平成フ年度「歌」

順

までの歌会の歴史、朗難

詠された歌を収めてい　しづ

ます。

　　ゆめげんCつるぎのさいもん　　「夢源氏剣祭文　上・下」小池一夫著／

森田腿平画／毎日新聞社

　桓武天皇の御世、造営半ばにして捨てられ

た長岡の都。その棄都に迷い込んだ少女茨木

を主人公に金太郎、平将門、藤原道長などを

一堂に集めた平成のスーパーお伽草子です。

森田礦平氏の挿絵も素晴らしい作品です。

　　「阿弥陀堂だより」南木佳士著／文芸春秋

　作家として自信を亡くした夫と医師として

の方向を見失った妻は、山間の美しい村で不

思議な老婆に出会う。ひたむきに生きること、

人生を慈しむことを教えてくれる、温かなユー

モアに彩られた作品です。

　　「絵で読む広島の原爆」那須正幹文／西村

繁男絵／福音館書店

　生存者の証言をもとに再現された広島の町

とそこに暮らす人々の様子を描いた絵本。現

実の光景と50年前とを見比べることができる。

核兵器の原理や放射線障害など核に関する基

本的な知識も盛り込んでいるわかりやすい絵

本です。

　「あひるのピンのほうけん」マージョリー・

フラック文／タルト・ヴィーゼ絵／まさきる

りこ訳／瑞雲社

　草むらに潜り込んで

いるうちに独りぼっち

になったあひるのピン

の物語。中国の風景と

ストーリーが解け合っ

た詩情豊かな絵本は、

読み聞かせにもお勧め

の１冊です。

９日南･23日南

　　２日南

　　　　　　　いずれも午後３時半～４時

３歳以上の子供。読み聞かせ、紙芝居ほか

おはなしたまてばこ

■中　央

『畠緊』:謡

19日(土)

23日困

　　　　　　　　　いずれも午後s時半~4時

子供から大人まで。主にストーリーテリング

　
　
・
・
・
　
　
　
沢
第
一
清
掃
工
場
（
し
尿
処
理
場
）
の
定
期
点
検
整
備
の
た
め
、
８
月
1
4
日
卯
か
ら
祐
日
附
ま
で
の
３
日
間
、
し
尿
収
集
は

一
Ｍ
Ｉ
　
問
脳
鱗
・
認
随
丿
卵
皿
闘
脂
闘
肪
翼
鞘
謐
龍
肘
Ｈ
Ｕ
涸
ｈ
錯
Ｊ
・

514

健
康

め
も

保健・衛生・相

談

図書

館

偏紐㈱組紐磯回㈱=麻姉鯵順卸晰

本

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

24
日困

23
日伽

22
日吠｝

18
日出

17
日
Ⅲ

16
日俐

15
日
(火)

11
日吻

10
日
Ⅲ

９
日
團

８
日
出

４
日
出

３
日哨

２
日
團

日

北
棋
島

棋

島

平

盛

万大
久
保

伊
勢
田

広

野
開

緑
ヶ
原

明
星町

志
津川

一一

一
室

一
戸

遊

田
南
陵町

吹

前

京

倉

北
小
倉
御ｉ

六
地
蔵

木

幡

岡

屋

福

角

平
尾
台

地

区

14

00
S
15

30

13

30
S
14

20

14

40
S
15

50

13

30
S
14

20

10

00
S
11

00

13

30
5
15

30

15

00
S
16

00

13

30
S
14

30

13

30
S
15

00

14

20
S
15

20

13

30
S
14

00

10

00
S
11

00

14

00
S
15

30

10

00
S
11

00

14

30
S
16

00

10

00
S
11

10

13

30
S
15

30

14

20
S
15

50

13

30
S
14

00

13

30
S
15

30

14

50
S
15

40

13

30
　S
14

20

14

40
S
15

50

駐
車
時
間

北
槙
島
小
学
校

八1
万

万i

平

盛

小

学

校

西
大
久
保
小
学
校

旦

椋
公
会
堂
前

伊
勢
田
小
学
校

大
久
保
小
学
校

日
産
開

ア
パ
｜
ト

東
側

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

警

－－－

p
回

内

西
小
倉
中
学
校
北
門

南

陵
第
一

一
児

童
公

園

槙

島

小

学

校

南
小

倉
小
学
校

北
小

倉
小
学
校

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

木
ほ
公
民
館
前

岡

屋

小

学

校

五
ケ
庄

福
角
市

営
住
宅

平
尾
台

第
一
児
童

公
園

駐
車
場

所

おはなし会

8月のし尿収集

日程

　

訃二白六地蔵?木幡貫五ヶ庄･菟道･炭版異取白光

8/11､9/5
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、

芝ノ東（J R以西）

8/12､9/6

野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦(jR以西)、

新開(J R以西)、平野(j R以西)、
折坂(J R以西)、門前、池山、岡谷、只川、

河原、笠取、池尾

8/17､9/7
福角(J R以西)、日皆田、岡本、上村、

大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町

8/18､9/8

荒棋、田中、大垣内、妙見、谷下り、出口、

森本､中筋､大谷､東中、西中、藪里、段ノ上、

東隼上り、西隼上り

8/21
折坂(J R以東)、平野(j R以東)、

福角(J R以東)、一番割､二番割

8/22
南端(J R以東)、五ヶ庄西浦(J R以東)、

新開(j R以東)、炭山

8/23
南山(Ａ)、中村(さつきヶ丘)、広岡谷、

芝ノ東(JR以東)、三番割(全域)

8/1・24
南山(Ｂ)、北山畑、南山畑、中村(JR以東)、
大瀬戸(J R以東)

8/2・25

六地蔵(J R以東･以北の全域)、花揃、赤塚、
陣ノ内(J R以東)、正中(j R以東)、御園、

東中(JR以東)、北畠(全域)、桧尾、平尾、

須留、金草原、御蔵山、畑山田

8/9､9/1

六地蔵(JR以西・以南の全域)、

陣ノ内(JR以西)､正中(JR以西)､河原､北島、
東中(JR以西)、西中、大瀬戸(JR以西)、

内畑、熊小路、中村(JR以西)、木幡西浦、
南端(JR以西)、mノ東

ュ小が伊勢田･横島･羽拍子･安田

8/11､9/5
南浦(30～33、80~98、100～110)、大京団地、

蓮池

8/12､9/6 山際(全域)

8/17､9/7
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)、

西浦

8/18､9/8
老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山、

西山(府道以東)、中畑、西畑

8/21 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀池

8/22

南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北)、

南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尻、

中ノ田、浮面、名木、安田町

8/23 中山(近鉄以西)、毛語、若林、南山、ウトロ

8/1・24

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台、

北山Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ団地、毛語(府道以北)、
若林一部

8/2・25 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

8/4・29

春日森、－ノ坪、島前、大町、

石橋(大川原線a.西)、中川原(大川原線a.西)、
大川原、東目川、西目川

8/7・30 南落合(Ｏの通り～13の通り)

8/8・31
薗場(大川原線以北)、大幡､北内､門口、幡貫、

郡、石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)

8/9､9/1
中川原(大川原線以東)、吹前(市営住宅除く)、
十一(大川原線以東・国道以東)、

十六(国道以東)、十八(国道以東)

8/10､9/4 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。

　膳

　

8/18､9/8 1 乙方、山本、蔭山

　　　　１戸ノ内、矢落(J R以北)、若森(J R以北)、

　　　　｜丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(jR以西).
　8/1 °24 i東裏(J R以西と府道以南)、田原、旦椋、

　　　　｜井ノ尻、北ノ山、西裏

　　　　｜蛇塚､石塚(心華寺通り以西)､寺山(J R以西)、

8/2 ・ 25　1 茶屋裏、久保(J R以西)、上ノ山、山ノ内、

　　　　｜大竹、南ノロ、平盛

　　　　｜弐番(府道以北)ヽ池森ヽ米阪､樋ノ尻、

8/3 ・ 28
i里尻(JR以北)、小桜､石塚(心華寺通り以東)、

　　　　ｌ宮北一部､寺山(J R以東)、宮谷、

　　　　ｉ尖山一部(4番地)、中島、久保(J R以東)

8/4・29　1一里山(府道以北)、桐生谷(JR&.東)、
　　　　ｌ東裏(J R以東の府道以北)、開町

8/7・ 30　1 宮東、宮西、宮北

　　　　１大谷、野神一部、小根尾、大開、8/8 °31 I尖山一部(2番地・６番地)

　　　　１　　　　１野神､大谷一部(上権現町を含む)、琵琶､弐番

8/9､9/1 i (府道以南)、矢落(J四南)､若森(J R以南)、

　　　　｜金井戸、白川

8 10 9/4
i下居、善法、壱番(全域)、妙楽(全域)、蓮華、

　／　、　　｜塔川、里尻(JR以南)、宇文字
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